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1.	 機	 関	 番	 号	 １	 ４	 ６	 ０	 ３	 	 	 	 	 	 	 2.	 研究機関名	 	 奈良先端科学技術大学院大学	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

3.	 研	 究	 種	 目	 名	 	 	 	 特別研究員奨励費	 	 	 	 	 4.	 研究期間	 	 	 	 	 	 平	 成	 	 ２１	 	 年	 度	 	 ～	 	 平	 成	 	 ２２	 	 年	 度	 

	 

5.	 課	 題	 番	 号	 ２	 １	 ・	 １	 ０	 ２	 ２	 ０	 

	 

6.	 研	 究	 課	 題	 名	 	 喉頭摘出者を対象にした統計的声質変換を用いた発声支援システムの確立	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 

7.	 研	 究	 代	 表	 者	 

研	 究	 者	 番	 号 研 究 代 表 者 名 所	  属	  部	  局 	 名 職	   名 
ナカムラ	 ケイゴ	 
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9.	 	 研究実績の概要	 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	 

前年度では，電気音声の基本周波数情報を得るために呼気センサーを用いたが，この
呼気センサーは，話者にかかる負担が高いことが分かった．	 
そこで，電気音声の基本周波数情報を得ることができ，かつ話者に負担をかけない信
号として，発声に関与する筋肉上の皮膚に電極を接着し，発声時の電位を計測して得ら
れる表面筋電(EMG)信号に注目した．EMG信号を採取する際には，気管孔を密閉しないの
で，話者への負担は低減すると期待される．さらに，電極の接着位置を考察することで
，基本周波数に相当する情報が得られないかと考えた．ただし，EMG信号単独では基本周
波数情報が得られないため，EMG信号から基本周波数が推定する必要があるが，その推定
性能は未知であるため，検証した．	 	 
研究を進める過程で，これまで用いてきた混合正規分布だけでは，有声・無声の判定
が困難であることがわかった．この有声・無声の判定は，二値分類の問題であるという
ことに着想を得て，有声・無声の判断を識別モデルの1つであるサポートベクターマシン
で行い，混合正規分布では表面筋電信号と基本周波数の有声部分のみの関係を学習する
ようにシステムを修正した．3人の話者データを用いて評価した結果，ある話者で84%以
上の性能で有声・無声が正しく判定でき，かつ推定基本周波数と目標とした基本周波数
間の相関が0.49となる結果を得た．本年度では，表面筋電信号に関して優れた知見を有
しているカールスルーエ工科大学（ドイツ）の	 Tanja	 Schultz	 教授の下で約1年間滞在
して研究を行った．この長期滞在は，表面筋電信号に関する知見を習得するだけではな
く，語学能力の向上などの効果もあった．	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 

10.	 キーワード	 
	 	 (1)	 	 喉頭摘出者	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (2)	 	 	 	 表面筋電位	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (3)	 	 声質変換	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 	 (4)	 	 サイレントインターフェース	 (5)	 	 	 	 	 基本周波数	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (6)	 	 特徴量変換	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 	 (7)	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (8)	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (裏面に続く)	 

	 

 



 

 

 
11.研究発表（平成２２年度の研究成果） 
	  
〔雑誌論文〕	 計（	 １	 ）件	 	 うち査読付論文	 計（	 １	 ）件 

著	 者	 名 論	 	 文	 	 標	 	 題 
Keigo Nakamura Evaluation of Extremely Small Sound Source Signals Used in Speaking-

Aid System with Statistical Voice Conversion 
雑	 	 誌	 	 名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁 

IEICE Transactions on Information and Systems 有 E93-D 2 0 1 0 1909～1917 

 
	 〔学会発表〕計（	 ２	 ）件	 	 うち招待講演	 計（	 ０	 ）件 

発	 表	 者	 名 発	 	 表	 	 標	 	 題 
Keigo Nakamura The use of air-pressure sensor in electrolaryngeal speech enhancement 

based on statistical voice conversion 
学	 会	 等	 名 発表年月日   発	 表	 場	 所 

Interspeech 2010 ２０１０年９月２９日 幕張メッセ 
（千葉県千葉市） 

 
発	 表	 者	 名 発	 	 表	 	 標	 	 題 

中村	 圭吾 呼気センサーを用いた統計的電気音声改善 

学	 会	 等	 名 発表年月日   発	 表	 場	 所 
日本音響学会2010年秋季研究発表会（ポスター） ２０１０年９月１５日 関西大学 

（大阪府吹田市） 
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12. 研究成果による産業財産権の出願・取得状況 
	 〔出	 願〕	 	 	 	 計（	 ０	 ）件   

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 出願年月日 国内・外国の別 
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産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 取得年月日 国内・外国の別 
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	 ※	 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す	 
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